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第５章 文化財の保存・活用に関する措置 

第４章で示した文化財の保存・活用に関する５つの大方針に基づき、それぞれ実施すべき

措置を設定します。 

○大方針１：文化財の把握・調査の充実 

○大方針２：文化財の保存・活用の推進 

○大方針３：文化財の総合的・一体的な保存・活用と地域の活性化の推進 

○大方針４：文化財の危機管理の機能強化 

○大方針５：文化財の保存・活用を支える体制の確立 

措置の設定にあたっては、主体、時期について方向づけを行うとともに、費用が必要なも

のについては、想定する財源を明らかにします。 

 

【措置の主体】 

措置の主体は次のとおりとし、国や広島県、大学などの研究機関と連携しながら取組を推

進します。 

①「市」・・・本市の文化財担当課及び関係部局・機関 

②「所有者」・・・有形文化財等の所有者・管理者、無形文化財等の保持者・保持団体 

③「地域」・・・市民、自治会・町内会、学区まちづくり推進委員会、地域活動団体、 

ＮＰＯ法人、民間企業、その他関係団体 

 

【実施の時期・期間】 

本計画の計画期間は10年間としています。 

この計画期間を前期（２年間）、中期（５年間）、後期（３年間）に分け、措置と実施時期

を設定します。 

前期においては、本計画のもとに、これまでの事業を継続・拡充し、優先度の高い実現可

能な新たな事業に着手します。 

中期においては、前期の事業で継続・拡充するものに加え、前期では実施が難しいもの、

または時期的に中期に行うべき新たな事業の実施をめざします。 

後期においては、中期に準じた対応を行うとともに、次期計画での取組を意図した検討・

調整も行います。 

今後、各事業の実施に向けては、必要に応じて文化財やその周辺環境、及び市民・地域活

動団体や学識経験者などの意見を把握しながら、より詳細な事業の内容や実施時期を検討し

ます。 
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【優先順位と重点措置】 

本計画における措置については、次のように優先順位を検討します。 

１ 2024年度から実施 

２ 前期（2025年度）に実施 

３ 前期に実施内容を検討→実施 

４ 後期に実施 

５ 計画期間外（次期計画）に実施…今回は該当なし 

こうした優先順位のうち前期に実施する措置（「１」及び「２」）かつ新規または拡充、及

びすでに重点的に実施している措置を原則として重点措置に位置づけます。また、「３」に

該当する措置のうち、市民の活動を促進し、特徴的な内容であると考えるものを重点措置に

位置づけます。 

 

【財源】 

財源については、関係機関との協議及び庁内における調整を行い確保に努めます。 

財源には、国（文化庁、他の省庁：国庫補助金、デジタル田園都市国家構想交付金等）、

県（県費補助金）及び市財源（市債を含む）のほかに、ふるさと納税やクラウドファンティ

ングなどの寄附金、寄附金を活用した基金などが考えられます。 

加えて、市民活動に関しては、民間の助成団体による助成金の活用を促進します。 

なお、厳しい財政状況のもと、事業実施年度の変更や期間の延長、事業内容の調整などが

生じることも想定されることから、事業の見直しを含め実施をめざすこととします。 

以上を整理し、次節以降の表では、財源を次のように表示します。 

国（文化庁、他の省庁及びそれらの関係機関） 

・国庫補助金、デジタル田園都市国家構想交付金等 

広島県（略号「県」） 

・県費補助金 

福山市（略号「市」） 

 ・市財源 

その他（略号「他」） 

・寄附金 

・民間の助成金 

・所有者、団体などの事業費等 
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第１節 文化財の把握・調査の充実に関する措置 

本節では、第４章第２節「１ 文化財の把握・調査の充実」（大方針１）で示した分野別

方針ごとに措置を設定します。 

なお、各種調査の定義は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表5-1 「大方針１ 文化財の把握・調査の充実」に関する措置とその展開        （1/3） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

１)

持
続
的
な
文
化
財
の
把
握
調

査
の
実
施 

1-1-1 新

規 

①市民による文化財調査の実施 

市民を中心として専門家や行政などが連携しながら

文化財の調査を推進し、地域に所在する文化財の把握

を行う。 

 

〇 ◎ ◎ 市・他    

市
民
参
加
に
よ
る
文
化
財
の
再

発
見
の
仕
組
み
づ
く
り
と
未
指

定
文
化
財
の
把
握 

   

新

規 

②地域の宝の顕彰制度の検討★ 

市内に受け継がれている貴重な文化財を市民に周知

し今後の保護につなげるため、登録などを通じて地域

の宝として顕彰する制度の創設を検討する。 

 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

(
２)

文
化
財
の
専
門
的
な
調
査
研
究
と

価
値
の
顕
在
化 

1-2-1 継 

続 

①市内遺跡発掘調査 

埋蔵文化財包蔵地について、開発等に伴う発掘調査

（試掘調査・確認調査）や記録保存などを継続的に実

施し、埋蔵文化財の保護と本市の歴史文化の解明に努

める。 

〇  ◎ 市・他    

分
野
別
の
文
化
財
の
専
門
的
な
調
査

研
究
の
推
進 

   

継

続 

②美術工芸品実態調査 

市内に所在する様々な宗派や時代の寺院・神社が所

有する仏像などの美術工芸品について現地調査を実施

する。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

③伝統的建造物の調査 

近世を中心とする歴史的な町並みに所在する伝統的

建造物の把握調査などを実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

※事業の主体等 

所有者：有形文化財等の所有者・管理者、無形文化財等の保持者・団体 

地域：市民、自治会・町内会、学区まちづくり推進委員会、地域活動団体、ＮＰＯ法人、民間企業、 

その他関係団体 

※取組時期 

    ：実施      ：実施内容を検討➡︎実施      ：実施内容を検討 

  

◎各種調査の定義 

【把握調査】・・・文化財の所在を指定・未指定に関わらず把握するための調査 

【実態調査】・・・実物を対象にして、文化財の状態や価値等を明らかにする調査 

【発掘調査】・・・開発協議等に際し、影響を受ける埋蔵文化財の記録保存のため、開発等の

事前に発掘する調査 

【試掘調査】・・・埋蔵文化財の有無を確認するために、部分的に発掘する調査 

【確認調査】・・・埋蔵文化財包蔵地の範囲・性格・内容等の概要を把握するために部分的に

発掘する調査 

【比較調査】・・・文化財の特性を照らし合わせて行う調査 

【分析調査】・・・文化財をいくらかの要素に分け、要素別に行う調査 

【総合調査】・・・把握、実態、発掘、確認、比較、分析調査を組み合わせて行う調査 
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表5-1 「大方針１ 文化財の把握・調査の充実」に関する措置とその展開        （2/3） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 
(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

２)

文
化
財
の
専
門
的
な
調
査
研
究
と
価
値
の
顕
在
化 

1-2-1 拡

充 

④無形文化財実態調査★ 

担い手の減少などによって保存継承が危惧される祭

りや年中行事、民俗芸能、食文化、伝統産業などの無

形文化財の現地調査を実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

分
野
別
の
文
化
財
の
専
門
的
な
調

査
研
究
の
推
進 

   

新

規 

⑤天然記念物の把握調査★ 

動物・植物・地質鉱物などについて、現地調査を実

施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑥①～⑤以外の文化財の把握調査 

指定・未指定、有形・無形に関わらず必要に応じて

各種調査を実施し、実態の把握や記録保存などに努め

る。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

1-2-2 継

続 

①所蔵資料（資料館・博物館等）の継続的な整理・調査 

本市の資料館・博物館等が所蔵する資料について、

継続的に整理・調査を実施し、適切に保存するととも

に、展示などを通じて市民へ調査成果の還元を行う。 

〇  ◎ 市・他    

資
料
館
・
博
物
館
等
の
収
蔵
資
料
の
整
理
・
調
査 

   

継

続 

②収蔵施設の運営・維持管理 

本市の収蔵施設（福山市及び神辺埋蔵文化財収蔵

庫、山野・田尻・沼隈民俗資料収蔵庫など）につい

て、適切に運営・管理する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

③市文化財収蔵施設保管資料の整理・調査★ 

本市の収蔵施設（福山市及び神辺埋蔵文化財収蔵

庫、山野・沼隈・田尻民俗資料収蔵庫など）の収蔵保

管資料を適切に保存し活用できるよう、目録作成など

の整理や調査を継続的に実施する。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

④小中学校及び交流館所蔵資料の把握調査★ 

地域の協力を得ながら、市内小中学校及び交流館に

保管されている資料の把握調査を実施し、記録保存を

行う。 

 〇 ◎ 市・他    

   

1-2-3 継

続 

①指定・登録文化財の保存整備・修理に伴い明らかにさ

れた価値の顕在化 

保存整備・修理に伴い発掘調査や建造物の痕跡調

査、文献調査などを実施し、価値の明確化を図る。 

〇  ◎ 市・他    

文
化
財
の
調
査
研
究
に
基
づ
い
た
価
値
の
顕
在
化
の
取
組 

   

継

続 

②東京阿部家資料の調査 

東京阿部家から寄贈・寄託を受けた資料の写真撮影

や文書の解読を実施し、デジタルアーカイブ化や目録

の作成などを行う。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

③福山城伏見櫓・筋鉄御門（重文）調査★ 

福山城伏見櫓・筋鉄御門の本質的価値を明らかにす

るため、建造物、文献などの学術調査を実施する。  

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

④神辺本陣（県史跡・県重文）に関する調査★ 

建造物や文献調査などにより基礎情報を整理すると

ともに、その価値の明確化を図る。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

⑤伝統的建造物の調査（指定候補案件）★ 

把握調査により把握した伝統的建造物の詳細調査を

実施し、指定等の保護措置を検討する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑥史跡福山城跡の確認調査★ 

史跡整備や開発行為等に伴い、遺跡の範囲や遺構の

有無などを確認するための調査を実施し、価値の明確

化を図る。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑦福山市内の古墳の総合的調査★ 

終末期古墳や松永湾岸古墳群など、市内に所在する

特徴的な古墳について、把握調査や発掘調査などの各

種調査を行い、価値の解明と明確化を図る。 

〇 〇 ◎ 市・他    
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表5-1 「大方針１ 文化財の把握・調査の充実」に関する措置とその展開        （3/3） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 
(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

２)

文
化
財
の
専
門
的
な
調

査
研
究
と
価
値
の
顕
在
化 

1-2-3 拡

充 

⑧仏像の３次元測量 

美術工芸品実態調査で把握した仏像について、３次

元測量を実施し、記録保存を行う。 

 

〇  ◎ 市・他    

文
化
財
の
調
査
研
究
に
基

づ
い
た
価
値
の
顕
在
化
の

取
組 

   

拡

充 

⑨市内砂留確認調査 

江戸時代に土砂の流出を防ぐため、市内に多く築造

された砂留の確認調査を実施し、その実態の把握に努

める。 

 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

(

３)

調
査
成
果
の
整
理
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
共
有
化
の
推
進 

1-3-1 新

規 

①指定・登録等文化財データベース作成★ 

紙媒体で収集・保管している指定・登録等文化財の

各種情報について、デジタル化によるデータベースを

構築し、情報の一元管理を行う。 

〇  ◎ 市・他    

情
報
の
一
元
管
理
と
文
化

財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築 

   

新

規 

②埋蔵文化財に係る開発協議対応のシステム化★ 

現在、紙媒体で対応している年間約1,700件（2021年

度（令和３年度）実績）に及ぶ埋蔵文化財に係る開発

協議について、ICT 技術を活用したシステム化を実施

し、市民の利便性の向上と業務の効率化を図る。 

  ◎ 市・他    

   

1-3-2 継

続 

①市内遺跡発掘調査報告書の作成 

市内遺跡発掘調査の内容・成果について、報告書を

作成する。 

  ◎ 市・他    

調
査
成
果
等
の
公
開 

   

継

続 

②文化財調査報告書・保存整備報告書の作成 

文化財の価値を明らかにするために実施した学術調

査や保存整備の内容・成果について、報告書を作成す

る。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

③東京阿部家資料翻刻資料の発刊 

東京阿部家資料調査の内容・成果について、翻刻書

を作成する。 

〇  ◎ 市・他    

   

拡

充 

④発掘調査成果を活用した市内巡回展の開催★ 

市内遺跡発掘調査で発見された遺跡や遺物、明らか

になったことなどを実物やパネルなどを用いて、図書

館などの公共施設で巡回展示を実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑤現地説明会・見学会の実施★ 

発掘調査や保存整備の現地説明会・見学会を実施す

る。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑥「ふくやま文化財マップ」の更新★ 

市内の指定・登録等文化財を位置図とともに掲載し

ている「ふくやま文化財マップ」を、市民によりわか

りやすい内容に更新を行う。 

〇  ◎ 市・他    
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第２節 文化財の保存・活用の推進に関する措置 

本節では、第４章第２節「２ 文化財の保存・活用の推進」（大方針２）で示した分野別

方針ごとに措置を設定します。 

 

表5-2 「大方針２ 文化財の保存・活用の推進」に関する措置とその展開        （1/6） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

１)

文
化
財
を
大
切
に
す
る
心
づ
く
り
と
体
験
・
学
習
機
会
の
確
保
・
充
実 

2-1-1 継

続 

①歴史散歩の掲載 

広報「ふくやま」で実際に見に行くことができる文

化財の紹介を行う。 

〇  ◎ 市・他    

文
化
財
情
報
の
共
有
化
と
文
化
財
保
護
の
啓
発 

   

拡

充 

②ホームページやSNS等による情報発信の推進★ 

市民や来訪者が本市の歴史文化について知り、学び

や観光、現地訪問などに活用できるよう、ホームペー

ジやSNSで歴史文化に関する情報の発信を行う。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

③文化財年報の発刊 

文化財保護に関する本市の取組や経過を記録すると

ともに、市民へ周知し理解を得るため、文化財年報を

毎年度発刊する。 

  ◎ 市・他    

   

新

規 

④【再掲】埋蔵文化財に係る開発協議対応のシステム化

★ 

現在、紙媒体で対応している年間約1,700件（2021年

度（令和３年度）実績）に及ぶ埋蔵文化財に係る開発

協議について、ICT 技術を活用したシステム化を実施

し、市民の利便性の向上と業務の効率化を図る。 

  ◎ 市・他    

   

新

規 

⑤福山の文化財ポータルサイトの開設 

本市の歴史文化に関する情報を市民にわかりやすく

伝えるため、情報を一元的にまとめたポータルサイト

を開設する。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

⑥福山市の通史の概要版の作成 

本市の歴史文化の特性をわかりやすく伝え、学びの

きっかけにしてもらうため、通史の概要版を作成す

る。 

 〇 ◎ 市・他    

   

2-1-2 拡

充 

①郷土読本「大好き！ふくやま」を活用した郷土学習の

推進★ 

市内各小学校・義務教育学校に配布されている郷土

読本「大好き！ふくやま」（福山市教育委員会発刊）

を活用し、学校教育におけるふるさと学習を推進す

る。 

  ◎ 市・他    

文
化
財
を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進 

   

継

続 

②学校給食における郷土料理の提供 

学校給食を通じて地域の伝統的な食材や料理を実際

に見て、食べてみることで、食文化について学ぶ。 

 〇 ◎ 市・他    

   

継

続 

③学校教育における文化財を教材とした授業の推進 

地域に残る歴史的建造物や遺跡から発掘された遺物

などの実物を授業の教材として活用し、また文化財に

関する教材プリントなどを作成し授業で使用すること

で地域の歴史文化への理解を促進する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

新

規 

④（仮称）こどもふくやま博士の養成 

資料館や博物館と連携し、こども向けの学芸員体験

プログラムを創設し、自分で調べた歴史文化に関する

内容を展示するとともに、常設展示などの解説を行

う。 

  ◎ 市・他    
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表5-2 「大方針２ 文化財の保存・活用の推進」に関する措置とその展開        （2/6） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

１)

文
化
財
を
大
切
に
す
る
心
づ
く
り
と
体
験
・
学
習
機
会
の
確
保
・
充
実 

2-1-2 新

規 

⑤【再掲】福山の文化財ポータルサイトの開設 

本市の歴史文化に関する情報を市民にわかりやすく

伝えるため、情報を一元的にまとめたポータルサイト

を開設する。 

〇  ◎ 市・他    

文
化
財
を
生
か
し
た 

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進 

   

新

規 

⑥こども文化財ワークショップの開催★ 

文化財を地域の宝として愛着を深めるため、地域に

所在する身近な文化財について、こどもたちで調べ、

実際に現地を訪問する。 

 〇 ◎ 市・他    

   

2-1-3 継

続 

①出前講座の実施 

市が実施する「まちづくり出前講座」における、

「福山の歴史と文化財について」及び「福山の歴史講

座」を継続的に実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

文
化
財
や
歴
史
に

関
わ
る
講
演
会
・

講
座
等
の
開
催 

   

継

続 

②講演会等の実施 

市民へ本市の様々な歴史文化を周知・啓発するた

め、専門家などによる各種講演会を実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

2-1-4 拡

充 

①文化財めぐりの実施★ 

市民に文化財を実際に見に行ってもらう機会を確保

するため、年１回以上、文化財めぐりを実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

文
化
財
め
ぐ
り
等

の
体
験
機
会
の
確

保
・
充
実 

   

新

規 

②伝統産業を体験する機会の確保★ 

松永の下駄・塩づくりや沼隈の備後表、新市の備後

絣などの伝統産業の体験機会を確保し、伝統産業への

理解や担い手の育成を図る。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

(

２)

文
化
財
を
保
存
・
活
用
す
る
担
い
手
づ
く
り
と
活
動
支
援 

2-2-1 継

続 

①所有者・管理者への価値の継承と伝播 

文化財の所有者・管理者へ自らが所有・管理する文

化財についての理解を深めてもらうため、現地調査や

保存整備などに伴い、その価値について説明する。 

〇  ◎ 市・他    

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
わ
る
担
い
手
・
団
体
の
育
成 

   

継

続 

②文化財調査に伴う専門人材の育成★ 

各種調査の実施に伴い、様々な専門家や学生、地域

住民などに参加してもらい、文化財の専門人材の育成

を行う。 

  ◎ 市・他    

   

拡

充 

③本市の歴史文化に関係する内容を専門分野とする専

門家とのネットワーク形成★ 

専門的知見に基づいた文化財の保存・活用を推進す

るため、本市の文化財に関係する様々な分野の専門家

とのネットワークを形成する。 

  ◎ 市・他    

   

拡

充 

④文化財に関わる団体のネットワーク体制の構築★ 

本市で活動する文化財保存活用団体同士のノウハウ

や情報などを共有するため、団体の交流などを通じて

ネットワーク体制を構築する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑤自治会や各小学校区まちづくり推進委員会との連携

強化★ 

市内各地域に所在する文化財を地域の宝として保

存・活用するため、文化財を活用した行事の実施や日

常的な維持管理などについて、自治会や各小学校区ま

ちづくり推進委員会との連携を強化する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑥日常的な維持管理の実態の広報★ 

文化財の保存と活用の基礎となる樹木の剪定や草刈

りなどの日常的な維持管理について、市ホームページ

や広報ふくやまなどで市民へ情報発信を行い、担い手

の確保を図る。 

〇  ◎ 市・他    
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表5-2 「大方針２ 文化財の保存・活用の推進」に関する措置とその展開        （3/6） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 
(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

２)

文
化
財
を
保
存
・
活
用
す
る
担
い
手
づ
く
り
と
活
動
支
援 

2-2-1 拡

充 

⑦生涯学習における文化財学習プログラムの創設 

こどもからおとなまで、誰でも本市の歴史文化につ

いて学習できる機会を確保するため、生涯学習として

文化財を学ぶことができるプログラムを創設する。 

  ◎ 市・他    

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
関
わ
る
担
い
手
・
団
体
の

育
成 

   

拡

充 

⑧無形民俗文化財の保存継承の推進★ 

無形民俗文化財の保存継承に向けて、映像や現地調

査による記録作業を実施する。 

◎ ◎ ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑨「ふるさと文化財の森」の活用による安定的な原材料

の供給★ 

ふるさと文化財の森に設定されている「備後熊野い

草圃」を活用し、畳表の原材料となる「い草」の安定

的な供給を図り、生産に関わる人材の育成を行う。 

◎ 〇 ◎ 国・市・

他 

   

   

拡

充 

⑩選定保存技術の保存継承の推進★ 

道具製作など関係する技術も含め、「手織中継表製

作」の人材の育成を行う。また、映像や現地調査によ

る記録作業を行い、展示などで市民へ周知啓発する。 

◎ 〇 ◎ 国・市・

他 

   

   

2-2-2 継

続 

①文化財保護管理及び清掃謝礼 

指定・登録文化財の所有者・管理者及び清掃者・団

体へ、維持管理や清掃活動などに対して謝礼の支払い

を行う。 

〇 〇 ◎ 市・他    

市
民
に
よ
る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り 

   

新

規 

②文化財の保存・活用に係る専門家相談制度の創設 

市民や地域が文化財の保存・活用を行う際に専門的

な知識・ノウハウの部分を補うため、文化財の専門家

によるオンライン相談制度を創設する。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

③文化財の保存・活用を支える人や団体の顕彰制度の

創設★ 

地域の宝である文化財の保存・活用を実施している

個人・団体を市民に周知するため、その活動を顕彰す

る制度を創設する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

新

規 

④地域の宝支援制度の創設★ 

市民や地域による主体的な文化財の保存・活用を推

進するため、人的・財政的支援制度を創設する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

新

規 

⑤地域の宝相談窓口の創設★ 

文化財の把握・調査から保存と活用、日常的な維持

管理など文化財全般に関する一元的な相談窓口を設置

する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

2-2-3 継

続 

①歴史文化ガイドとの連携強化（廉塾、福山城）★ 

保存整備などで新たに得られた知見の共有や文化財

に関係する行事などを通じて、既存の歴史文化ガイド

との連携を強化する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

歴
史
文
化
ガ
イ
ド
の
育
成
・
支
援 

   

拡

充 

②歴史文化ガイド養成講座の実施★ 

歴史文化ガイドの担い手を確保するため、文化財連

続講座や現地研修会などの養成講座を実施する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

拡

充 

③外国人観光客対応歴史文化ガイドの養成★ 

外国語による案内や外国人向けマナーなどの講座や

現地研修会を実施し、外国人観光客対応歴史文化ガイ

ドを養成する。 

 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

④歴史文化ガイドプラットフォームの構築★ 

市民や観光客などの本市の歴史文化に対する様々な

ニーズに対応するため、歴史文化ガイドプログラムを

一元的に集約したプラットホームを構築する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

⑤歴史文化ガイドプログラムの作成 

本市の多種多様な歴史文化の魅力を市民や観光客な

ど多くの人に発信するため、新たなガイドプログラム

を作成する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    
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表5-2 「大方針２ 文化財の保存・活用の推進」に関する措置とその展開        （4/6） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

３)

文
化
財
の
保
存
に
向
け
た
法
的
措
置
と
保
存
管
理
へ
の
対
応 

2-3-1 新

規 

①文化財保護法に基づく地方登録制度の検討 

未指定文化財の周知啓発及び保護措置として文化財

保護法第182条第 3項に基づく地方登録制度の創設を検

討する。 

  ◎ 市・他    

文
化
財
の
指
定
等
へ
の
対
応 

   

継

続 

②新たな文化財の指定・登録等の推進 

学術的価値が高いと認められるものや地域の歴史文

化を特色付ける文化財について、指定・登録等の取組

を継続して実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

継

続 

③指定・登録等文化財の保存活用計画の策定 

指定・登録等文化財の保存活用計画を策定し、価値

を明確化し、計画的な保存整備を実施する。 

〇  ◎ 市・他    

   

2-3-2 継

続 

①福山市文化財保護指導委員会の開催 

福山市文化財保護条例第 14 条第 1 項に基づく福山市

文化財保護指導委員の会議を年１回開催し、情報の共

有などを図る。 

  ◎ 市・他    

文
化
財
保
護
指
導
員
と
の
連
携 

   

継

続 

②文化財パトロールの実施（年２回） 

福山市文化財保護指導委員による指定・登録文化財

を中心に年２回パトロールを実施し、保存や管理の現

状、き損状況、課題などの把握を行う。 

〇  ◎ 市・他    

   

拡

充 

③指導員と連携した文化財の調査や文化財保護の推進

★ 

地域の文化財の状況を把握している指導員を通じて

各種文化財調査や、市民や地元と連携した文化財の保

存・活用の取組を推進する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

2-3-3 継

続 

①保存整備事業に係る専門家による助言・指導の実施 

保存整備事業の実施にあたり文化財の専門的な知識

等が必要になるため、専門家による助言・指導を実施

する。 

〇  ◎ 市・他    

文
化
財
の
所
有
者
等
と
の
連
携 

   

拡

充 

②文化財の公開機会の確保★ 

所有者・管理者等と連携し、文化財の公開機会の確

保に努める。 

◎ 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

③文化財所有者・管理者への文化財の取扱いに関する

知識を得る場の拡充★ 

現地確認や保存整備などを通じて、文化財所有者・

管理者へ各種文化財の取扱い方法・知識などについて

助言や情報提供を行い、適切な文化財の管理を図る。 

〇  ◎ 市・他    

   
(

４)

文
化
財
の
保
存
・
活
用
及
び
整
備
（
個
々
の

文
化
財
） 

2-4-1 継

続 

①廉塾（特別史跡）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、保存活用計画及び整備

基本計画に基づき建物修理などの保存整備と駐車場な

どの便益施設整備を実施する。 

◎  〇 国・県・

市・他 

   

文
化
財
の
保
存
・
整
備 

   

継

続 

②福山城跡（史跡・建造物）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、保存活用計画及び整備

基本計画に基づき発掘調査や排水施設整備、建造物修

理、石垣・建造物復元などの保存整備を実施する。 

  ◎ 国・市・

他 

   

   

継

続 

③二子塚古墳（史跡）の維持管理 

適切に保存・活用するため、草刈りや樹木剪定、ト

イレ清掃などの維持管理を継続して実施する。 

 〇 ◎ 国・市・

他 

   

   

継

続 

④福禅寺（史跡）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、保存活用計画に基づき

福禅寺所蔵資料のガイダンス施設整備などの保存整備

を実施する。 

◎  〇 国・県・

市・他 
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表5-2 「大方針２ 文化財の保存・活用の推進」に関する措置とその展開        （5/6） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

４)

文
化
財
の
保
存
・
活
用
及
び
整
備
（
個
々
の
文
化
財
） 

2-4-1 継

続 

⑤一宮（史跡・建造物）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて指定地内の建造物や石垣

等の修理、環境整備を実施する。 

◎  〇 国・県・

市・他 

   

文
化
財
の
保
存
・
整
備 

   

継

続 

⑥神辺本陣（県史跡・県重文）の保存整備★ 

建物のき損等に対して適宜応急修理を実施するとと

もに、適切な保存・活用に向けて建物の根本修理など

の実施を検討する。 

◎  〇 国・県・

市・他 

   

   

継

続 

⑦窪田次郎生家跡（市史跡）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、保存整備を実施する。 

◎  〇 市・他    

   

継

続 

⑧明王院（国宝）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、国宝明王院五重塔の美

観向上整備や仏像など所蔵資料の修理を実施する。 

◎  〇 国・県・

市・他 

   

   

継

続 

⑨太田家住宅（重文）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、太田家住宅、太田家住

宅朝宗亭の保存修理を実施する。 

◎  〇 国・県・

市・他 

   

   

継

続 

⑩沼名前神社能舞台（重文）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、保存活用計画を策定

し、鏡板の整備などを行う。 

◎  〇 国・県・

市・他 

   

   

継

続 

⑪常国寺唐門（県重文）の保存整備★ 

適切な保存・活用に向けて、保存修理を実施する。 

◎  〇 県・市・

他 

   

   

継

続 

⑫「世界の記憶」（市重文資料）の保存修理★ 

適切な保存・活用に向けて、「世界の記憶」に登録

されている「福禅寺対潮楼朝鮮通信使関係資料」の保

存修理を実施する。 

◎  〇 市・他    

   

継

続 

⑬埋蔵文化財などの災害復旧 

県史跡石鎚山古墳群や県天然記念物福山衝上断層奈

良津露頭などの災害復旧を実施する。 

 〇 ◎ 
県・市・

他 

   

   

継

続 

⑭県指定・市指定文化財の保存整備の推進 

経年劣化等により保存整備が必要な県・市指定文化

財について、適切に応急処置や保存整備を実施する。 

◎  〇 県・市・

他 

   

   

拡

充 

⑮登録文化財の保存整備の推進（林家住宅主屋） 

経年劣化等により保存整備が必要な国の登録文化財

について、適切に応急処置や保存整備を実施する。 

◎  〇 国・市・

他 

   

   

拡

充 

⑯尾市１号古墳及び市内終末期古墳の指定に向けた取

組の推進★ 

発掘調査や調査報告書の整理などを行い、指定に向

けた取組を推進する。 

  ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑰収蔵・保管の場の確保・拡充 

市所有の遊休施設などの活用を通じて、発掘調査で

出土した遺物や美術工芸品、民俗文化財などを適切に

収蔵・保管できる場を確保する。 

  ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑱ふるさと納税の対象事業拡大の検討★ 

文化財の保存整備の財源を確保するため、ふるさと

納税の対象事業の拡大を検討する。 

〇  ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑲クラウドファンディングなど新たな寄附制度の検討★ 

文化財の保存整備の財源を確保するため、クラウド

ファンディングなどを活用した新たな寄附制度を検討

する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

新

規 

⑳文化財保護のための基金の創設★ 

文化財の保存整備の財源として、文化財保護のため

の基金を創設する。 

 〇 ◎ 市・他    
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表5-2 「大方針２ 文化財の保存・活用の推進」に関する措置とその展開        （6/6） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

５)

文
化
財
の
案
内
・
情
報
発
信
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
の
強
化 

2-5-1 継

続 

①文化財説明板・標柱の設置・改修★ 

文化財についての理解を促し、円滑な周遊動線を確

保するため、現地及び現地周辺に統一的なデザインに

よる説明板や案内板、標柱の設置・改修を継続して実

施する。 

〇  ◎ 市・他    

説
明
板
・
案
内
板
等
の

サ
イ
ン
類
の
計
画
的
な

整
備 

   

拡

充 

②文化財説明板の多言語化の推進★ 

外国人観光客に対応するため、新規設置や既存説明

板について、多言語化の記載や改修を実施する。 

〇  ◎ 市・他    

   

2-5-2 継

続 

①【再掲】ホームページやSNS等による情報発信の推進

★ 

市民や来訪者が本市の歴史文化について知り、学び

や観光、現地訪問などに活用できるよう、ホームペー

ジやSNSで歴史文化に関する情報の発信を行う。 

〇  ◎ 市・他    

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
の
充
実
・
強
化 

   

拡

充 

②VRやARなどの最新技術を活用した手法の検討★ 

VR や AR などの最新技術を活用し、本市の文化財の魅

力をわかりやすく情報発信する。 

〇  ◎ 市・他    

   

2-5-3 継

続 

①市民や団体と連携した誘導板の整備 

市民や自治会・各小学校区まちづくり推進委員会、

文化財保存活用団体などと連携して、文化財の誘導板

を整備し、誰でも訪問しやすい環境をつくる。 

 〇 ◎ 市・他    

文
化
財
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
誘
導
板
の
充
実 

   

拡

充 

②【再掲】「ふくやま文化財マップ」の更新★ 

市内の指定・登録等文化財を位置図とともに掲載し

ている「ふくやま文化財マップ」を、市民によりわか

りやすい内容に更新を行う。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

③ウェブ文化財マップの作成と公開★ 

文化財の位置情報と概要をプロットした文化財マッ

プを作成し、ウェブで公開する。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

④観光部署や道路管理者と連携した誘導板の整備 

自治体の観光部署や国道・県道・市道の各道路管理

者と連携し、交通量が多い道路などに文化財の誘導板

を設置する。 

  ◎ 市・他    
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第３節 文化財の総合的・一体的な保存・活用と地域の活性化の推進に関する措置 

本節では、第４章第２節「３ 文化財の総合的・一体的な保存・活用と地域の活性化の推

進」（大方針３）で示した分野別方針ごとに措置を設定します。 

 

表 5-3 「大方針３ 文化財の総合的・一体的な保存・活用と地域の活性化の推進」に関する措置とそ

の展開                                    （1/2） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

１)

つ
な
が
り
を
持
っ
た
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
よ
る
価
値
の
顕
在
化
と
魅
力

づ
く
り
（
関
連
文
化
財
群
、
日
本
遺
産
） 

3-1-1 新

規 

①関連文化財群の周遊ルート及びマップの作成★ 

関連文化財群の歴史文化とストーリーを体感するこ

とができるよう、市民や地域、文化財保存活用団体な

どと連携しながら周遊ルートとマップを作成する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

関
連
文
化
財
群
の
推
進
に
向
け
た
取
組 

   

継

続 

②日本遺産（鞆）の情報発信の強化★ 

鞆の浦を舞台に認定された日本遺産のストーリーに

ついて、ホームページやパンフレットによる周知、グ

ッズ販売、食の振る舞いイベントなどを通じて継続的

に情報発信を行う。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

拡

充 

③２つの関連文化財群（港町・福山城）の取組★ 

関連文化財群「港町と海道の文化」、「築城と城下

町の形成」について、鞆まちづくりビジョンや史跡福

山城跡保存活用地域計画などの計画に基づき、鞆町伝

統的建造物群保存地区や史跡福山城跡など、関係する

文化財の調査や保存整備を行う。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

④３つの関連文化財群（古墳・街道・学問）の取組★ 

関連文化財群「古墳が物語る歴史と文化」、「街道

ともてなし文化」、「福山の学問と文芸」について、

本市の歴史文化の魅力を特徴付けるものとして、終末

期古墳や特別史跡廉塾ならびに菅茶山旧宅など、関係

する文化財の調査や保存整備を行う。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

⑤関連文化財群の周知と取組の促進 

市民や地域、団体などと連携しながら、16 の関連文

化財群の周知方法や取組の検討を行う。 

〇 ◎ ◎ 市・他    
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表 5-3 「大方針３ 文化財の総合的・一体的な保存・活用と地域の活性化の推進」に関する措置とそ

の展開                                    （2/2） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

２)

周
辺
環
境
を
含
め
た
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
よ
る
文
化
の
薫
り
高
い
地
域
づ
く
り
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
、
文
化
財
保
存
活
用
ゾ
ー
ン
、
日
本
遺
産
） 

3-2-1 継

続 

①鞆町伝建地区内における伝統的建造物の特定の推

進 

鞆町伝建地区内の所有者と協議・連携しながら伝統

的建造物の特定を推進し、町並み保存を図る。 

〇 〇 ◎ 市・他    

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
保
存
対
策
と

ま
ち
づ
く
り
（
鞆
） 

   

継

続 

②補助制度を活用した修理・修景事業の実施 

国の補助制度を活用しながら、鞆町伝統的建造物群

保存地区保存計画に基づき、鞆町伝建地区内の修理・

修景を継続的に実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

継

続 

③鞆町並み保存拠点施設の運営・維持管理 

鞆町並み保存拠点施設を適切に運営・管理する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

継

続 

④空き家の再生活用による町並み保存の促進★ 

鞆町並み保存拠点施設にて、鞆町内の空き家の情報

収集・発信や相談業務などを行いながら空き家所有者

と空き家利活用希望者のマッチングを行い、空き家の

再生活用により町並み保存を促進する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

3-2-2 継

続 

①【再掲】日本遺産（鞆）の情報発信の強化★ 

鞆の浦を舞台に認定された日本遺産のストーリーに

ついて、ホームページやパンフレットによる周知、グ

ッズ販売、食の振る舞いイベントなどを通じて継続的

に情報発信を行う。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

文
化
財
保
存
活
用
ゾ
ー
ン
の
推
進
に
向
け
た
取
組 

   

拡

充 

②２つの文化財保存活用ゾーン（鞆・福山城周辺）の取

組★ 

文化財保存活用ゾーン「中央地区」、「南部臨海地

区」について、鞆と福山城を中心に文化財の保存と活

用を継続して実施する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

③北東部地区（神辺）における文化財保存活用ゾーンの

取組★ 

文化財保存活用ゾーン「北東部地区」について、新

たに神辺宿や古墳を中心に文化財の保存と活用に係る

取組を実施する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

④文化財保存活用ゾーンの周知とまちづくりの促進 

市民や地域、文化財保存活用団体などと連携しなが

ら、９つの文化財保存活用ゾーンの周知方法やまちづ

くりの促進の検討を行う。 

〇 ◎ ◎ 市・他    
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第４節 文化財の危機管理の機能強化に関する措置 

本節では、第４章第２節「４ 文化財の危機管理の機能強化」（大方針４）で示した分野

別方針ごとに措置を設定します。 

 

表 5-4 「大方針４ 文化財の危機管理の機能強化」に関する措置とその展開         （1/2） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

１)

文
化
財
の
防
災
対
策
の
推
進 

4-1-1 拡

充 

①市民への文化財に関する防災意識の啓発★ 

文化財に関する防災について、現地で意識を啓発す

る注意板の設置やホームページでの啓発、防災設備整

備事業に伴う見学会などで市民へ啓発を行う。 

 〇 ◎ 市・他    

文
化
財
の
防
災
意
識
の
醸
成 

   

継

続 

②文化財防火デーに伴う消防訓練の実施★ 

全国文化財防火デーに合わせて、管内消防と連携し

て文化財防火訓練を継続して実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

拡

充 

③所有者・管理者への文化財防災マニュアル等の周知 

国・県・市と連携した文化財を災害から守り、保存

するためのマニュアル等の周知を行い、日頃から防災

に備える。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

④所有者・管理者への文化財防災に係る講習会の実施 

文化財防災の専門家等による所有者や管理者に向け

た講習会・講演会を実施する。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

⑤福山市の災害史の作成 

歴史的な本市における災害の歴史や痕跡を整理し、

今後の防災に備える。 

 〇 ◎ 市・他    

   

4-1-2 継

続 

①鞆町伝統的建造物群保存地区防災計画に基づく防災

対策の推進★ 

鞆町伝統的建造物群保存地区防災計画に基づき、消

火器や自火報の設置などを推進する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に

お
け
る
防
災
対
策 

   

4-1-3 継

続 

①文化財管理補助事業（防災設備保守点検費補助）の

実施★ 

指定文化財の設置・整備された防災設備の点検・保

守に係る費用に補助し、設備の適正な稼働を維持す

る。 

〇  ◎ 市・他    

指
定
・
登
録
文
化
財
の
防
災
対
策
（
防
止
、
避
難
、
緊
急

時
対
応
、
復
旧
等
） 

   

継

続 

②総合防災に対応する防災設備の設置・改修★ 

文化財の保存整備に連動し、文化財の総合的な防災

に係る設備の整備を実施する。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

③福山城伏見櫓・筋鉄御門（重文）防災施設整備★ 

史跡福山城跡の枢要な構成要素でもある重要文化財

建造物（伏見櫓・筋鉄御門）の防災設備整備を行う。 

  ◎ 市・他    

   

拡

充 

④文化財のハザードマップの作成 

各地域の災害状況を把握し、個別の文化財に適した

防災対策をハザードマップとして作成する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

⑤防災設備の現況確認・点検の実施★ 

文化財に整備・設置されている防災設備の状況を確

認することで、適正な設備の維持を継続する。 

〇  ◎ 市・他    
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表5-4 「大方針４ 文化財の危機管理の強化」に関する措置とその展開         （2/2） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

１)

文
化
財
の
防
災
対
策
の
推
進 

4-1-3 新

規 

⑥指定・登録文化財等の所有者・管理者への災害時対

応・体制の確認★ 

災害発生時に備え、日頃から文化財所有者へ連絡体

制の確認を行う。 

◎ 〇 ◎ 市・他    

指
定
・
登
録
文
化
財
の
防

災
対
策
（
防
止
、
避
難
、

緊
急
時
対
応
、
復
旧
等
） 

   

新

規 

⑦文化財災害対応マニュアルの作成 

文化財の種別や特性、地域に合わせた災害時の対応

方法をマニュアルとして整理する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

4-1-4 継

続 

①【再掲】文化財防火デーに伴う消防訓練の実施★ 

全国文化財防火デーに合わせて、管内消防と連携し

て文化財防火訓練を継続して実施する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

防
災
訓
練

の
実
施 

   

(

２)

文
化
財
の
防
犯
対
策
の
推
進 

4-2-1 拡

充 

①市民への文化財に関する防犯意識の啓発★ 

文化財に関する防犯について、現地で意識を啓発す

る注意板の設置やホームページでの啓発、防犯設備整

備事業に伴う見学会などで市民へ啓発を行う。 

〇 〇 ◎ 市・他    

文
化
財
の
防
犯
意
識
の
醸
成 

   

継

続 

②美術工芸品実態調査を通じた防犯対策の指導★ 

美術工芸品実態調査を通じて、所有文化財（未指定

含む）のリストの作成を行うとともに、個別に所有者

に向けた防犯対策の確認・指導を行う。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

③総合防災に対応する防犯設備の設置・改修★ 

文化財の保存整備に連動し、文化財の総合的な防犯

に係る設備の整備を実施する。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

④【再掲】福山城伏見櫓・筋鉄御門（重文）防災施設整備

★ 

史跡福山城跡の枢要な構成要素でもある重要文化財

建造物（伏見櫓・筋鉄御門）の防災設備整備を行う。 

〇  ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑤所有者・管理者への文化財防犯マニュアル等の周知 

国・県・市と連携した文化財を犯罪から守り、保存

するためのマニュアル等の周知を行い、日頃から防犯

に備える。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

⑥防犯設備の現況確認・点検の実施★ 

文化財に整備・設置されている防犯設備の状況を確

認・点検することで適切な設備の稼働を維持する。 

〇  ◎ 市・他    

   

新

規 

⑦指定・登録文化財等の所有者・管理者への防犯体制

の確認★ 

防犯のため、日頃から文化財所有者と防犯体制及び

関係機関との連携体制を確認する。 

〇  ◎ 市・他    

   

4-2-2 拡

充 

①【再掲】所有者・管理者への文化財防犯マニュアル等

の周知 

国・県・市と連携した文化財を犯罪から守り、保存

するためのマニュアル等の周知を行い、日頃から防犯

に備える。 

〇  ◎ 市・他    

防
犯
知
識
の
習
得 

   

新

規 

②所有者・管理者への文化財防犯に係る講習会の実施 

文化財防犯の専門家等による所有者や管理者に向け

た講習会・講演会を実施する。 

〇  ◎ 市・他    
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第５節 文化財の保存・活用を支える体制の確立に関する措置 

本節では、第４章第２節「５ 文化財の保存・活用を支える体制の確立」（大方針５）で

示した分野別方針ごとに措置を設定します。 

 

表5-5 「大方針５ 文化財の保存・活用を支える体制の確立」に関する措置とその展開   （1/2） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

１)

市
民
の
参
加
・
協
働
と
地
域
社
会
総
が
か
り
の
体
制
づ
く
り 

5-1-1 拡

充 

①市民による調査・研究成果の発表・展示等の支援 

文化財や歴史文化に関する調査・研究を行っている

市民が成果を発表できる場や展示の機会を確保する。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

市
民
等
の
参
加
と
協
働
の
文
化
財
の

保
存
・
活
用
の
体
制
づ
く
り 

  

新

規 

②市民による文化財調査体制の構築 

市民が独自に文化財や歴史文化の調査を行い、相互

にノウハウや成果を共有できる組織的な体制を構築す

る。 

〇 ◎ ◎ 市・他    

   

新

規 

③文化財保護法に基づく文化財保存活用支援団体の指

定の検討★ 

文化財を対象に保存活用を行う団体を指定し、文化

財を核としたまちづくりや地域活性化を行う仕組みづ

くりを検討する。 

  ◎ 市・他    

   

5-1-2 継

続 

①一口町方衆（鞆）の取組の推進★ 

県が実施する一口町方衆の取組について、広報や一

口町方衆を財源として実施する事業などで県と連携し

ながら推進する。 

 〇 ◎ 市・他    

文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
向
け
た
市
内
外
の
支
援
者
等

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

   

拡

充 

②【再掲】文化財に関わる団体のネットワーク体制の構

築★ 

本市で活動する文化財保存活用団体同士のノウハウ

や情報などを共有するため、団体の交流などを通じて

ネットワーク体制を構築する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

新

規 

③【再掲】文化財の保存・活用に係る専門家相談制度の

創設 

市民や地域が文化財の保存・活用を行う際に専門的

な知識・ノウハウの部分を補うため、文化財の専門家

によるオンライン相談制度を創設する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

   

新

規 

④ふくやまの文化財応援者登録制度の創設★ 

文化財の広報と支援を自発的に行う応援者の登録制

度を新たに創設する。 

 〇 ◎ 市・他    

   

(

２)

関
係
機
関
及
び
学
識
経
験
者
等
と
の
連
携 

5-2-1 継

続 

①文化庁や広島県教育委員会等との連携★ 

文化財の保存と活用を効果的・効率的に実効性をも

って実施するため、関係機関の中でも文化庁・広島県

県教育委員会文化財課との連携を行う。 

  ◎ 市・他    

関
係
機
関
・
自
治
体
と
の
連
携 

   

継

続 

②廉塾や福山城と縁のある自治体との連携★ 

廉塾などの教育遺産に関わりの自治体（備前市、水

戸市など）、水野家や阿部家といった福山城にゆかり

のある家に関わる刈谷市や東京都文京区と調査や情報

発信などで連携した取組を行う。 

 〇 ◎ 市・他    

   

継

続 

③NPO 法人朝鮮通信使縁地連絡協議会と連携した「世

界の記憶」の活用★ 

福禅寺が所蔵する「世界の記憶」である朝鮮通信使

資料を活用して、イベントの開催や縁地連絡協議会と

連携した取組を行う。 

〇 〇 ◎ 市・他    
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表5-5 「大方針５ 文化財の保存・活用を支える体制の確立」に関する措置とその展開   （2/2） 

分野別方針 
措置 

★：重点措置 

措置の主体等 
◎：主体 
○：協力・支援 財源 

取組時期 

前期 
～2025 

(R7) 

中期 
～2030 

(R12) 

後期 
～2033 

(R15) 所有者 地域 市 (

２)

関
係
機
関
及
び
学
識
経
験
者
等
と
の
連
携 

5-2-1 新

規 

④（仮称）福山市文化財保存活用地域計画推進協議会

の設立 

地域計画に定める措置の進捗を確認し、実効性を持

った内容となるよう検討を行うため、関係者で構成す

る協議会を設立する。 

〇 〇 ◎ 市・他    

関
係
機
関
・
自
治
体
と
の
連
携 

   

拡

充 

⑤文化財を通した備後圏域の自治体との連携★ 

備後圏域（７市２町：福山市、三原市、尾道市、府

中市、竹原市、世羅町、神石高原町、笠岡市、井原

市）で関係する文化財の情報発信やイベントなどを連

携して行う。 

  ◎ 市・他    

   

5-2-2 継

続 

①【再掲】美術工芸品実態調査★ 

市内に所在する様々な宗派や時代の寺院・神社が所

有する仏像などの美術工芸品について現地調査を実施

する。 

〇  ◎ 市・他    

大
学
・
学
識
経
験
者
等
と
の
連
携 

   

継

続 

②【再掲】神辺本陣（県史跡・県重文）に関する調査★ 

建造物や文献調査などにより基礎情報を整理すると

ともに、その価値の明確化を図る。 

〇  ◎ 市・他    

   

継

続 

③【再掲】福山城伏見櫓・筋鉄御門（重文）調査★ 

福山城伏見櫓・筋鉄御門の本質的価値を明らかにす

るため、建造物、文献などの学術調査を実施する。 

  ◎ 市・他    

   

継

続 

④文化財に関係する各種団体との連携★ 

文化財行政の最新の動向や文化財に関する研究成果

などを情報収集するため、協議会や研究会などに参加

する。 

  ◎ 市・他    

   

拡

充 

⑤【再掲】本市の歴史文化に関係する内容を専門分野と
する専門家とのネットワーク形成★ 

専門的知見に基づいた文化財の保存・活用を推進す

るため、本市の文化財に関係する様々な分野の専門家

とのネットワークを形成する。 

  ◎ 市・他    

   

(

３)

文
化
財
行
政
及
び
庁
内
連
携
の
体
制
の
充
実 

5-3-1 継

続 

①文化財関係職員のスキルアップ★ 

文化財の保存・活用や各種文化財の取扱いに関する

専門的な研修などに参加し、文化財関係職員のスキル

アップを図る。 

  ◎ 市・他    

文
化
財
行
政
体
制
の
充
実
・
強
化 

   

継

続 

②文化財専門職員の増員・人材確保★ 

文化財の保存・活用を担う専門職員の増員や人材確

保を検討する。 

  ◎ 市・他    

   

新

規 

③本計画に基づく事業の進捗管理★ 

本計画に基づく事業の実施状況やスケジュールにつ

いて、担当部署及び庁内全体で進捗管理を行い、円滑

な実施を図る。 

  ◎ 市・他    

   

5-3-2 新

規 

①関係部署による横断的な協力体制の構築★ 

文化財の保存・活用を全庁的に推進するため、文化

財保護部局である文化振興課及び関係部署による横断

的な協力体制を構築する。 

  ◎ 市・他    

庁
内
連
携
体

制
の
充
実
・

強
化 

   

 

  


